
増田正和／休息の座（花間岩〕人間とのスキンシツプを求める作品は須磨離宮於飼の会場に美しく座している。5３
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現
代
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刻
展
か
ら

都
市
〈
環
境
Ｖ
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

根
和
生
〈
美
術
評
論
家
〉

欝
驚貿
己四
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鍵鍵霧 識鶴：睡騨擢錘蝿鐸蕊誤Ｕ

野
外
彫
刻
展
の
世
界
的
流
行
は
、
戦
後
の
現
代

〈
芸
術
の
日
常
化
〉
の
嵐
の
な
か
で
生
れ
た
現
象
で

す
が
、
宇
部
と
神
戸
で
交
互
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

ヴ
エ
ン
ナ
ー
レ

隔
年
展
の
活
況
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
例
で
い
え
ば
、

ア
ン
ト
ワ
ー
プ
（
ベ
ル
ギ
ー
）
と
ア
ル
ン
ヘ
ム
（
オ

ク
ワ
ド
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

ー
フ
ン
ダ
）
の
間
の
緩
漫
な
隔
四
年
展
を
超
え
る
も
の

で
し
ょ
う
。
日
本
の
野
外
展
は
一
様
に
自
然
の
色
濃

い
〈
公
園
〉
と
い
う
閉
ざ
さ
れ
た
室
内
で
行
わ
れ
る

の
を
常
と
し
て
い
ま
す
が
、
神
戸
の
展
示
室
内
は
よ

り
都
市
的
条
件
に
近
い
こ
と
を
特
色
に
し
て
い
ま

す
。
自
然
と
人
々
が
結
合
し
た
こ
の
山
上
の
公
園
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
景
観
を
と
り
入
れ
た
会
場
は
、
平

坦
な
国
土
で
暮
す
前
述
の
国
の
人
々
に
は
お
そ
ら
く

羨
望
の
的
と
な
る
で
し
ょ
う
。

開
か
れ
た
空
間
と
し
て
の
〈
ま
ち
な
か
〉
の
条
件

に
欠
け
て
い
る
の
は
、
不
特
定
多
数
の
人
と
車
だ
け

と
い
う
こ
の
半
都
市
的
空
間
は
、
現
代
彫
刻
と
都
市

と
の
密
接
な
関
係
を
と
り
挙
げ
る
展
覧
会
の
会
場
と

し
て
は
最
適
な
の
で
す
。
〈
人
間
環
境
都
市
〉
宣
言

の
も
と
に
〈
緑
と
彫
刻
と
噴
水
の
あ
る
ま
ち
〉
の
完

成
を
め
ざ
す
宮
崎
市
政
の
重
要
な
一
環
と
し
て
の
こ

の
彫
刻
展
の
結
実
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
買
上
作
品

を
主
体
と
し
た
一
五
体
の
彫
刻
が
据
え
ら
れ
た
く
彫

刻
の
道
〉
が
す
で
に
実
現
し
市
民
生
活
の
な
か
に
色

づ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
現
実
に
即
し
て
、
こ
ん
ど
は

、
、

〈
都
市
環
境
の
な
か
の
彫
刻
〉
と
い
う
テ
ー
マ
を
打

ち
出
し
、
そ
の
う
え
、
さ
ら
に
具
体
的
に
三
つ
の
課

題
場
所
、
Ａ
・
六
ｍ
山
牧
場
、
Ｂ
・
新
神
戸
駅
前
広

場
、
Ｃ
・
ポ
ー
ト
・
ア
イ
ラ
ン
ド
と
お
馴
染
み
の
場

コ
ン
ク
ー
ル

所
を
明
示
し
て
、
は
じ
め
て
一
般
公
募
を
開
催
し
た

こ
と
は
も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
特
色
で
す
。

五
月
中
旬
に
〆
切
ら
れ
た
応
募
作
品
四
四
三
点

（
三
四
三
人
）
か
ら
厳
選
さ
れ
た
八
点
に
選
外
佳
作

を
加
え
た
四
五
点
の
模
型
に
よ
る
〈
エ
ス
キ
ー
ス
〉

’
5４

癖
蝿
蕊

大賞（神戸市長賞）をうけた伊藤隆道の「まわる曲線リングーＩ京都国立近代美術館賞の山口牧生「股間の烏一サドル」
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議蕊

蕊

窪ｉｆ灘
雲

蕊懲悪競蕊鍵

；

蕊
置罰ffや

灘

鋳；
速水史朗の変身（神戸市離貢公園賞） 神戸市民賞／川口政宏の「作品Ｉ」

( コンクール部門）

鍵
濯象雑

１
５５

展
が
、
下
旬
に
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
本
展

に
先
だ
っ
て
お
目
見
え
し
ま
し
た
が
、
そ
の
会
場
で

新
設
の
〈
市
民
賞
〉
の
た
め
の
観
賞
者
投
票
が
行
わ

れ
、
自
分
た
ち
の
選
ん
だ
受
賞
作
品
は
実
作
完
成
の

う
え
、
招
待
作
家
、
入
選
作
家
た
ち
に
伍
し
て
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

総
数
二
十
四
点
の
野
外
展
示
の
ほ
か
、
園
内
の
考

古
館
で
は
小
品
展
示
が
併
催
さ
れ
て
お
り
、
ガ
ラ
ス

・
ケ
ー
ス
の
な
か
で
、
野
外
彫
刻
と
は
ま
た
ち
が
っ

た
、
ま
さ
に
考
古
学
的
充
実
し
た
レ
ア
リ
テ
ィ
を
示

し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。

現
代
彫
刻
が
都
市
環
境
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
生

き
た
機
能
を
持
ち
得
る
か
？

単
な
る
道
端
の
装
飾
と
し
て
の
置
物
で
も
な
く
、

公
園
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
し
て
の
お
添
え
も
の
で
も

な
く
、
本
紙
九
月
号
に
書
い
た
よ
う
な
〈
都
市
環
境

と
と
も
に
〉
息
づ
く
彫
刻
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
り
得
る
か
と
い
う
課
題
を
も
っ
て
提
出
さ
れ

た
こ
れ
ら
の
作
品
群
を
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
〈
見

る
〉
こ
と
は
彫
刻
の
世
界
に
〈
参
加
〉
す
る
こ
と
で

す
。四

人
の
神
戸
っ
子
、
準
神
戸
っ
子
が
参
加
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
う
ち
、
か
つ
て
本
誌
の
ブ
ル
ー
・
メ

ー
ル
賞
を
受
賞
し
た
山
口
牧
生
君
が
、
受
賞
し
ま
し

た
。
招
待
、
入
選
作
家
と
も
に
実
力
伯
仲
し
て
、
甲

乙
つ
け
が
た
か
っ
た
の
で
す
が
…
…
二
十
年
後
に
は

こ
の
山
と
海
に
囲
ま
れ
た
、
み
な
と
神
戸
市
が
百
点

余
の
彫
刻
で
埋
ま
る
こ
と
を
想
像
す
る
こ
と
は
楽
し

い
こ
と
で
す
。

〈
参
加
〉
意
識
の
普
遍
化
こ
そ
〈
芸
術
の
日
常
化
〉

の
実
を
全
う
す
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
が

ら
．
…
・
・
。
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▲清水九兵衛r A F F l N I T Y . D 」

蕊

鶴
日§

幽津鞘霊卑馬弔唖ｆ

議霞
驚

#鱗；

：

雌

語E

蘭

蒲

蕊
淫

窯s 蕊

鋳 籍
△大西譜澄「大空のための椅子」 ▲挨拶する宮崎市長

肩

‘▲山本哲三｢ ねじれた関係」▽江口週｢ 海への指標一

野外展示, 作品2 4 点、小品展示作品
2 5 点と力作ぞろいの本年度の神戸
須磨離宮公園現代彫刻展。地元神
戸の作家、山口牧生、増田正和、
河口龍夫氏も参加。山口氏の「股
間の烏一サドル」は京都国市i 斤代
美術館賞に輝いた。
会期９月2 8 日（土）～1 1 月1 0 日（日）ＡＭ
９５００～Ｐ皿５§００〈但し小品展示は園内の
市立考古館ＡＭ９：３０～ＰＭ４：３０）入囲料
大人6 0 円子供4 0 円

▼オープニングパーティ風景

; 繍繍 噌議
§

霧蕊

謹閣

▲高橋清｢ 親和／1 9 7 4 」▽真板雅文「風の道化師」
蕊識蕊嶺

蕊ｉ

#蕊＃ 《
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Ⅵ贈唖ｆ

; 繍 繍繍繍繍繍灘繍繍

蕊蕊議蕊議議蕊
#蕊驚鍵蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊溌襲灘蕊鱗蕊蕊

識蕊蕊1 灘議j 譲綴蕊譲欝議
鶴蕊驚驚鱗i 鍵識議鍵議識鍵識鱗議鍵i 鱗；

古い老舗に新繊畷味覚

5７ 頚＜毒> 鼠興堂

刀剣古美術
書画骨董

禅

蕊蕊議ｉｉ

象牙（鯉の彫刻）￥1 . 4 0 0 , 0 0 0

鑑 定買入
研白鞘椿御承処
神戸市生田区元町通６丁目2 5 番地

麹鬼Ｉ砿臭鰯
〒6 5 0 T E L O 7 8 - 3 5 1 - O O 8 1
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蕊L 雲鎮

鰯

謬鱗聡舗蛎蕊識､謬琴鶴“鍵蕊譲箪績聴縛禽､､騨鐸嬢

J蕊謬il'IＩＩＩ 今世紀最大のスーパースター

ＡＮＤＹ
ＷＡＲＨＯＬ

展

蕊ｱｼ亨ｨ,認‐赤ル

アンディ・ウォーホル
それは、
〈アメリカの体現者＞

１９７４．１１．１４～１１．１９

大丸神戸店

曲

フ階特設会場

鱗，

アンテ辞ィ・ウォーホル
それは、
〈大衆文化の偶像＞

鋪曲説韓

１

HH3

鴬 趣
晴
鍵
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今岡頭子さん

☆
神
戸
っ
子
読
者
５
名
様

今
岡
頚
子
舞
踊
公
演
行
月
柘
日
）
に
ご
招
待
ノ
．

今
岡
類
子
舞
踊
団
の
日
本
の
音
と
モ
ダ
ン
ダ
ン

ス
の
出
合
い
ｌ
鐘
三
題
ｌ

ご
希
望
の
方
は
、
葉
書
に
住
所
・
氏
名
・
年
令

職
業
・
Ｔ
Ｅ
Ｌ
を
お
書
き
の
上
、
〒
６
５
０
生
田

区
東
町
三
三
の
一
大
神
ピ
ル
８
Ｆ
月
刊
神

戸
っ
子
編
集
室
ま
で
、
先
蓋
順

〈
音
楽
〉

☆
三
曲
演
奏
会

１
日
（
金
）
６
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
一
○
○
○
円

☆
第
型
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
Ｉ
ル

４
日
（
月
）
５
日
（
火
）
ｎ
時
半
神

戸
文
化
大
ホ
ー
ル
終
日
・
一
五
○
○

円
半
日
・
八
○
○
円

★
親
和
女
子
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

第
４
回
定
期
演
奏
会

６
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
三
○
○
円

★
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

７
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
Ａ
・
一
五
○
○
円
Ｂ
・
一
三

○
○
円
Ｃ
・
一
○
○
○
円
学
生
・

八
○
○
円

指
揮
／
朝
比
奈
隆
、
ピ
ア
ノ
／
シ
ル

ピ
ア
・
ケ
ル
セ
ン
パ
ウ
ム

曲
目
／
グ
リ
ン
カ
作
曲
歌
劇
「
ル
ス

ラ
ン
と
リ
ュ
ド
ミ
ー
ラ
」
序
曲
、
シ
ョ

パ
ン
作
曲
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
一
番
、

ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
作
曲
交
響
曲
第
９
審

「
新
世
界
」

★
三
波
春
夫
シ
ョ
ー

８
日
（
金
）
４
時
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
二
五
○
○
円
Ａ
・
一
八
○
○
円

Ｂ
・
一
二
○
○
円

戸、

■■■⑬

☆
神
戸
の
催
し
物
Ⅱ
月
ご
案
内
》

三波春夫

☆
芦
屋
市
民
文
化
祭
文
楽

皿
日
（
木
）
①
１
時
半
②
５
時
半

芦
屋
ル
ナ
ホ
ー
ル
前
売
指
定
・
八
○

○
円
自
由
・
六
○
○
円
学
生
・
五

○
○
円
当
日
指
定
・
一
○
○
○
円

自
由
・
八
○
○
円
学
生
・
六
○
○
円

昼
の
部
／
平
家
女
誰
島
、
恋
飛
脚
大
和

往
来
夜
の
部
／
緬
城
阿
波
の
鳴
門
、

壷
坂
観
音
霊
験
記

〈
そ
の
他
〉

☆
第
５
回
こ
う
べ
市
民
映
画
鑑
賞
会

９
日
（
土
）
叩
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー

ル
無
料

☆
藤
間
伊
勢
文
藤
紫
会
公
演

加
日
（
日
）
ｎ
時
半
神
戸
国
際
会
館

一
五
○
○
円

☆
東
京
バ
レ
エ
団
「
白
鳥
の
湖
」

巧
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
音
会
員
α
一
五
○
○
円
一
般
・
一

九
○
○
円

岨
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
労
音
会
員
Ａ
・
二
五
○
○
円

Ｂ
・
二
○
○
○
円
一
般
Ａ
・
二
九
○

○
円
Ｂ
・
二
二
○
○
円

☆
越
路
吹
雪
リ
サ
イ
タ
ル

蝿
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
四
五
○
○
円
Ａ
・
三
五
○
○
円

Ｂ
・
三
○
○
○
円

☆
二
二
・
口
シ
ソ

理
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
民
音
会
員
．
一
六
○
○
円
一

般
・
二
○
○
○
円

☆
神
戸
女
子
大
学
コ
ー
ラ
ス
部

犯
日
（
金
）
５
時
半
神
戸
文
化
小
ホ

ー
ル

☆
近
畿
宮
城
会
筆
曲
演
奏
会

型
日
（
日
）
胆
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
一
○
○
○
円

★
第
浬
回
神
戸
商
大
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

定
期
演
奏
会

妬
円
（
火
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
三
○
○
円

☆
松
蔭
短
大
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

諏
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
四
○
○
円

★
ベ
ル
リ
ン
交
響
楽
団

訂
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
五
○
○
○
円
Ａ
・
四
五
○
○
円

Ｂ
・
三
九
○
○
円
Ｃ
・
三
四
○
○
円

Ｄ
・
二
五
○
○
円

★
ガ
ロ
の
こ
ん
さ
あ
と

邪
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
音
・
一
五
○
○
円

☆
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
合
同
演
奏
会

鋤
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
三
○
○
円

し

小さな４羽の白鳥の踊り

織雲崖，
月脇ｸ

★
吹
奏
楽
と
交
響
楽
の
夕
べ

９
日
（
土
）
６
時
半
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー

ル
無
料

☆
デ
ュ
ー
ク
エ
イ
セ
ス
シ
ョ
ー

蛎
日
（
土
）
①
２
時
半
②
６
時

五
○
○
円
・
七
○
○
円

☆
神
戸
大
学
軽
音
楽
部
定
期
演
奏
会

鵡
日
（
土
）
５
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
三
○
○
円

汁
ス
メ
タ
ナ
弦
楽
四
重
奏
団

☆
松
蔭
短
大
コ
ー
ラ
ス
部
定
期
演
奏
会

鋤
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
二
五
○
円

〈
演
劇
〉

☆
破
れ
太
鼓

７
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
音
会
員
・
一
五
○
○
円
一
般
・
一

九
○
○
円

☆
第
３
回
今
岡
頚
子
舞
踊
団
公
演

遁
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
Ａ
・
二
五
○
○
円
Ｂ
・
二
○

○
○
円
Ｃ
・
一
五
○
○
円

企
画
・
原
案
／
松
原
多
鶴
、
演
出
・
振

付
／
庄
司
裕
、
作
曲
・
演
出
／
藤
舎
推

峰
、
出
演
／
今
岡
頒
子
・
加
藤
き
よ
子

ほ
か

★
東
西
浪
曲
名
人
大
会

鯛
日
（
金
）
１
時
神
戸
国
際
会
館

老
人
会
。
八
○
○
円
一
般
。
一
三
○

○
円

☆
中
村
雅
俊
シ
ョ
ー

釦
日
（
土
）
６
時
神
戸
国
際
会
館

’
5９

民
音
創
立
十
周
年
公
波
出
演
／
長
門

勇
・
馬
淵
哨
子
ほ
か

劇
名
の
破
れ
太
鼓
と
は
、
ワ
ン
マ
ン
親

父
軍
平
の
生
き
方
を
風
刺
し
た
言
葉
で

劇
の
後
半
、
名
場
面
で
邦
子
と
の
大
ゲ

ン
カ
の
時
、
そ
の
言
葉
は
吐
か
れ
ま
す
命

軍
平
「
な
ん
だ
〃
．
そ
の
態
度
は
。
」

邦
子
「
あ
な
た
ノ
あ
な
た
は
ほ
ん
と

に
破
れ
太
鼓
で
す
ね
・
・
・
…
。
ご
自
分
の

か
わ
い
い
も
の
を
打
っ
て
打
っ
て
．
…
・
』

そ
れ
で
ど
ん
な
音
が
す
る
と
い
う
の
で

し
ょ
う
。
あ
な
た
の
心
に
は
何
も
ひ
び

か
な
い
。
…
・
・
独
り
で
汚
な
い
音
を
た
て

て
い
る
だ
け
で
す
。
…
…
い
つ
か
ご
自

分
で
も
そ
の
音
の
む
な
し
さ
に
や
り
き

れ
な
い
時
が
く
る
で
し
ょ
う
。
…
…
」

☆
民
芸
公
演
「
才
能
と
パ
ト
ロ
ン
」

６
日
（
水
）
１
ｍ
日
（
日
）
神
戸
文

化
中
ホ
ー
ル
一
三
○
○
円

馬淵

鱗
蕊

晴子／長門勇
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回
川
西
英
の
回
顧
展
に
あ
た
っ
て

曲馬1 9 2 8 年（昭３）

〈
西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
学
芸
員
〉

作
家
と
郷
土
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
面

白
い
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
川
西
英
ほ
ど
そ
の
研
究

の
対
象
と
な
り
や
す
い
作
家
も
そ
う
多
く
は
ま
い
で
あ
る

落
フ
。神

戸
と
い
え
ば
川
西
英
、
川
西
英
と
い
え
ば
神
戸
と
誰

も
が
す
ぐ
に
連
想
で
き
る
ほ
ど
、
彼
の
芸
術
は
神
戸
の
市

民
に
と
っ
て
な
じ
み
の
深
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

明
治
二
七
年
七
月
九
日
、
神
戸
市
兵
庫
区
東
出
町
に
生

ま
れ
た
川
西
英
は
、
昭
和
四
○
年
二
月
二
○
日
に
同
所
で

七
○
才
の
生
涯
を
閉
じ
る
ま
で
、
一
時
須
磨
に
移
転
し
た

外
は
、
終
生
兵
庫
港
に
近
い
自
宅
に
住
み
続
け
た
。
幸

い
、
自
宅
は
戦
災
か
ら
ま
ぬ
が
れ
て
、
今
も
昔
の
面
影
を

よ
く
と
ど
め
当
時
の
兵
庫
界
隈
を
坊
桃
さ
せ
る
数
少
な
い

建
物
の
ひ
と
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

川
西
英
は
、
「
良
き
神
戸
」
を
残
す
た
め
に
、
新
旧
神
戸

百
景
、
兵
庫
百
景
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
、
神
戸
を

描
き
続
け
た
が
、
街
の
ほ
と
ん
ど
が
、
何
ら
か
の
変
化
を

受
け
て
し
ま
っ
た
現
在
、
そ
の
作
品
は
当
時
の
町
並
や
風

俗
を
懐
か
し
む
人
々
に
と
っ
て
、
単
に
郷
上
史
的
左
観
点

を
超
え
て
、
貴
重
な
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

大
正
四
年
、
県
立
神
戸
商
業
学
校
卒
業
直
前
に
、
神
戸

市
内
で
は
じ
め
て
と
い
う
ハ
イ
カ
ラ
な
油
絵
中
心
の
個
展

尾
野
正
晴
ハ
イ
カ
ラ
版
画

を
開
い
た
動
機
が
、
「
こ
れ
を
最
後
に
絵
を
や
め
る
」
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
の
も
い
か
に
も
面
白
い
が
、
そ
の
後
か
え

っ
て
こ
の
個
展
が
木
版
画
や
タ
イ
ル
画
や
ガ
ラ
ス
絵
な
ど

の
幅
広
い
創
作
世
界
へ
踏
み
込
む
端
緒
と
な
っ
た
と
は
何

と
も
皮
肉
な
話
で
あ
る
。

川
西
英
の
芸
術
を
特
徴
づ
け
る
数
多
く
の
魅
力
の
中
か

ら
、
特
筆
す
べ
き
は
、
サ
ー
カ
ス
・
野
球
・
オ
ペ
ラ
な
ど

の
珍
奇
で
楽
し
い
題
材
と
明
る
く
す
っ
き
り
し
た
原
色
効

果
で
あ
ろ
う
。

一
目
見
て
川
西
版
画
だ
と
分
か
る
ほ
ど
、
そ
の
個
性
は

私
た
ち
の
生
活
に
と
け
こ
ん
で
い
て
、
神
戸
を
愛
す
る
も

の
た
ら
、
一
度
は
手
元
に
置
い
て
み
た
い
誘
惑
に
か
ら
れ

る
の
も
う
な
ず
け
る
。
「
版
画
は
浴
衣
が
け
で
、
手
に
と

っ
て
楽
し
む
も
の
」
と
い
う
信
念
が
、
今
も
そ
の
作
品
に

生
き
続
け
て
い
る
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

さ
て
川
西
英
を
語
る
時
、
そ
の
民
芸
品
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
語
ら
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
自
宅
の
棚

を
飾
る
膨
大
な
世
界
各
国
の
民
芸
品
は
、
川
西
英
が
生
涯

を
通
じ
て
集
め
た
も
の
で
、
し
ば
し
ば
川
西
版
画
の
題
材

に
も
ま
っ
て
い
る
。
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
舶
来
物
に
傾
け
た

心
優
し
い
愛
情
は
、
そ
の
ま
ま
そ
れ
ら
を
育
ん
だ
世
界
各

国
の
風
物
や
伝
統
や
民
衆
に
対
す
る
い
つ
く
し
み
で
あ
っ

１
ｍ
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蕊
b 露

た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
同
様
に
、
い
や
よ
り
以

上
に
郷
土
神
戸
に
も
注
が
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
「
病

床
に
つ
い
て
い
て
も
、
潮
の
香
が
フ
シ
と
に
お
う
よ
う
な

気
持
に
な
る
」
と
語
る
時
、
川
西
英
は
神
戸
と
い
う
大
き

な
ふ
と
こ
ろ
に
い
だ
か
れ
た
赤
子
の
よ
う
で
あ
っ
た
だ
ろ

津
フ
。彼

の
凡
帳
面
な
性
格
も
、
よ
く
版
画
と
い
う
仕
事
に
適

し
て
い
た
と
い
え
る
。
今
度
の
展
覧
会
の
準
備
に
あ
た
っ

て
、
整
然
と
残
さ
れ
た
作
品
群
と
そ
の
保
存
の
良
さ
に
は

全
く
敬
服
し
た
。
川
西
英
個
人
の
気
質
と
遺
族
の
方
々
の

鴬
偽
燕
蓉

雛，
霧＄
i頭･-調

、罰

ｎ
蕊
掴
蕊
肝
弓
画

、
荘
出

:§錐

＆
錨

得『［
爵削蕊~､雫鍵

8１

露台（みなと）1 9 5 7 年（昭3 2 ）
☆没後1 0 年川西英回顧展は1 1 月３日から1 2 月３日まで西宮市大谷記念美術館で開かれます。（水曜日休館）

保
存
に
対
す
る
熱
意
が
、
こ
う
し
た
成
果
と
友
？
て
結
実

し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
「
良
い
も
の
を
、
そ
の
ま
ま
の

状
態
で
で
き
る
限
り
長
く
残
す
」
と
い
う
公
理
は
何
も
美

術
館
に
の
み
適
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
て
、
美
術
を
愛

す
る
す
べ
て
の
人
に
い
つ
ま
で
も
お
ぼ
え
て
い
て
ほ
し
い

心
椛
え
な
の
で
あ
る
。

「
現
代
の
浮
世
絵
」
と
も
評
さ
れ
る
川
西
版
画
は
、
こ

う
し
た
暖
か
い
助
言
や
称
賛
で
は
ち
き
れ
ん
ば
か
り
の
扉

を
今
再
び
開
こ
う
と
し
て
い
る
。
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戦

■
ず
い
そ
う

乾
太僕の
麦
畑

〈
版
画
家
／
・
絵
と
文
〉

‐

:錘ｽﾐﾐ

お
経
文
に
よ
る
と
、
わ
が
国
の
、
平
安
朝
、
永
承
七
年

（
一
○
五
二
）
は
、
い
よ
い
よ
、
末
法
の
世
の
到
来
が
示

さ
れ
た
年
だ
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
末
法
の
世
と
は
、
ま

じ
め
に
や
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
報
わ
れ
ず
、
疫
病
、
天
災
、

戦
争
と
、
わ
る
い
こ
と
ば
か
り
起
こ
る
世
の
中
な
の
だ
そ

う
で
す
。
事
実
、
そ
ん
な
こ
と
が
続
け
さ
ま
に
あ
っ
た
か

ら
、
人
々
が
、
世
も
末
か
と
悲
し
ん
だ
こ
と
は
想
像
で
き

ま
す
。そ

こ
で
、
こ
の
末
法
の
世
界
を
救
っ
て
く
れ
る
仏
と
し

て
拝
ま
れ
た
の
が
、
阿
弥
陀
仏
で
、
弥
陀
の
本
願
で
は
、

人
間
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
に
よ
っ
て
、
上
品
上
生
か
ら
、

下
品
下
生
ま
で
、
九
段
階
で
救
い
取
ら
せ
る
約
束
を
な
さ

っ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
、
そ
の
姿
を
表
現
す
る
の
に
も
、

そ
の
九
つ
の
願
を
表
わ
す
九
つ
の
姿
の
約
束
が
あ
っ
て
、

そ
の
頃
の
貴
族
の
間
で
は
、
そ
の
九
体
の
阿
弥
陀
を
作
る

こ
と
が
流
行
し
ま
し
た
。
今
残
っ
て
い
る
「
浄
る
り
寺
」

の
阿
弥
陀
堂
も
そ
の
一
つ
で
す
。
人
間
性
を
な
く
し
た
貴

族
に
も
、
自
分
た
ち
の
業
を
ま
じ
め
に
ふ
り
返
っ
た
時
、

こ
れ
で
ま
と
も
な
往
生
は
む
づ
か
し
い
と
お
の
の
く
時
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
せ
め
て
、
九
品
の
ど
れ
か
で
済
度

さ
れ
た
い
と
言
っ
た
の
が
本
当
の
気
持
だ
っ
た
の
で
し
ょ

宮
フ
。し

か
し
金
の
あ
る
貴
族
は
寺
で
も
何
で
も
出
来
る
と
し

＝

’
8２1謹灘

;Ｉ繍|Ｉ
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龍

て
、
庶
民
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。
誰
だ
っ
て
み
ん
な
救
わ

れ
た
い
か
ら
、
そ
こ
が
摂
取
不
捨
、
仏
の
あ
り
が
た
い
と

こ
ろ
で
、
最
も
安
あ
が
り
で
、
仏
様
を
建
立
す
る
方
法
が

考
え
て
あ
る
の
で
す
。
こ
ん
に
ち
、
印
仏
と
呼
ば
れ
て
い

る
も
の
で
、
つ
ま
り
、
小
さ
な
、
仏
様
の
「
は
ん
こ
」
を

作
っ
て
お
い
て
、
お
布
施
を
上
げ
る
と
、
そ
の
「
は
ん

こ
」
を
紙
に
捺
し
て
く
れ
て
、
そ
れ
を
お
寺
に
納
め
る
。

印
仏
も
、
仏
様
に
か
わ
り
た
い
か
ら
、
そ
の
、
造
像
の
功

徳
で
、
後
生
が
救
わ
れ
る
と
言
う
の
で
、
貴
族
が
九
体
の

弥
陀
で
ゆ
く
た
ら
、
こ
ち
ら
は
印
仏
の
数
で
こ
な
す
と
言

っ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
今
で
も
印
仏
が
古
い

お
寺
な
ど
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
何
千
、
何
万
と

ひ
と
ま
と
め
に
縄
で
し
ば
っ
て
出
て
来
ま
す
。
鎌
倉
か
ら

室
町
頃
に
多
く
行
な
わ
れ
た
ら
し
く
、
地
蔵
信
仰
の
流
行

と
い
っ
し
ょ
に
、
地
蔵
の
印
仏
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

そ
の
印
仏
で
す
が
、
可
愛
い
仏
様
が
、
紙
の
は
し
か
ら

は
し
ま
で
、
か
す
れ
た
り
、
に
じ
ん
だ
り
、
ゆ
が
ん
で
重

な
っ
た
り
し
な
が
ら
並
ん
で
お
ら
れ
る
味
が
た
ま
ら
な
い

の
で
、
何
か
、
あ
ん
な
感
じ
の
作
品
を
作
っ
て
み
た
く

て
、
や
っ
て
み
た
の
が
こ
の
麦
畑
な
ん
で
す
。
も
っ
と

も
、
麦
の
穂
を
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
捺
し
て
ゆ
く
の
が
や
っ

か
い
な
の
で
、
一
枚
の
版
に
彫
り
ま
し
た
。
し
か
し
最
近

は
、
日
本
で
麦
を
作
ら
な
く
な
っ
て
、
こ
の
あ
い
だ
昼
食

に
、
う
ど
ん
を
食
べ
な
が
ら
聞
い
た
話
で
す
が
、
こ
の
天

婦
羅
う
ど
ん
の
材
料
の
ど
れ
ど
れ
が
国
産
な
の
か
考
え
て

み
ろ
と
言
う
の
で
す
。
小
麦
粉
は
カ
ナ
ダ
、
え
び
は
地
中

海
、
油
は
南
方
、
し
ょ
う
油
の
大
豆
も
カ
ナ
ダ
、
燃
料
の

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
ア
ラ
ビ
ヤ
、
残
る
の
は
水
と
葱
だ
け
。

正
法
千
年
、
象
法
千
年
、
末
法
千
年
の
つ
ぎ
に
や
っ
て

く
る
の
が
仏
滅
左
の
だ
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
は
金
が
あ
れ

ば
何
で
も
出
来
て
、
そ
し
て
、
絶
対
、
地
獄
に
落
ち
る
時

代
だ
そ
う
で
す
。
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今
の
若
い
人
た
ち
に
は
理
解
で
き
な
い
で
し
ょ
う
ね
、
そ
ん
な
感

覚
は
。
と
に
か
く
我
々
に
は
少
女
歌
劇
の
女
の
子
た
ち
が
と
っ
て

少
女
歌
劇
の
女
の
子
を
遠
く
の
ほ
う
か
ら
な
が
め
て
い
る
だ
け
で

ボ
ー
ッ
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
れ
で
充
分
な
の
で
す
ね
。

ｌ
関
西
の
ご
出
身
で
す
か

私
は
赤
穂
の
生
れ
で
す
。
五
歳
ま
で
赤
穂
に
い
ま
し
た
が
、
小

さ
い
と
き
に
両
親
を
失
く
し
て
兄
弟
み
ん
な
養
子
に
も
ら
わ
れ
て

私
は
大
阪
に
出
て
来
ま
し
た
。
だ
か
ら
親
の
顔
も
ロ
ク
に
知
ら
を

い
の
で
す
。
昔
の
カ
メ
ラ
は
昼
に
し
か
写
ら
な
い
し
、
高
級
品
で

し
た
の
で
写
真
な
ん
て
残
っ
て
い
ま
せ
ん
し
ね
。
い
い
カ
メ
ラ
は

「
夜
で
も
写
り
ま
す
」
な
ん
て
宣
伝
文
句
の
あ
っ
た
時
代
で
す
。

そ
れ
で
も
赤
穂
に
は
毎
年
墓
参
り
に
帰
り
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
件

の
お
も
い
で
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
故
郷
で
す
。

☆
宝
塚
少
女
歌
劇
は
我
々
の
青
春
そ
の
も
の
で
す

□
い
ん
た
び
ゅ
－

辰
己
柳
太
郎
〈
新
国
劇
〉
に
聞
く

ふ
る
さ
を
感
じ
ず
（
Ｕ

鍵；灘

粥

Ｐ
ｕ
■
‐
田
冊

踏
員
丑
》
。
黄
■

《
鯛
騨
婁
識
揮
’
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一蕊

拶
鯨
慰
蝋
蝋
蝋
鰯

口詫

蕊

鍾護 に？

４＃４＃

堀

堂
尚
貴
に
み
え
た
ね
。
関
西
の
我
々
の
年
代
の
人
た
ち
の

の
も
の
で
す
よ
、
宝
塚
少
女
歌
劇
は
。

私
も
同
じ
よ
う
に
天
津
乙
女
の
大
Ｚ
ノ
ン
で
、
毎
日
の

Ｉ
す
る
と
青
春
時
代
は
ど
の
よ
う
に
？

大
阪
に
は
中
学
の
三
年
ま
で
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
頃
は
た
だ

た
だ
宝
塚
少
女
歌
劇
に
夢
中
に
た
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
当
時
の
世

の
中
の
男
と
女
と
い
う
も
の
は
、
今
と
は
全
く
ち
が
っ
て
い
て
、

ﾖ

需
蝿
饗

弾
噌
岬

５
■
■

織蕊

国
定
忠
治

１
６４

１

霞

笹

よ
』
フ
に

青
春
そ
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☆
い
つ
の
ま
に
か
芝
居
を
し
て
い
る
の
で
す

通
っ
て
い
ま
し
た
。
学
校
へ
行
く
つ
も
り
で
弁
当
を
持
っ
て
家
を

出
る
の
で
す
が
、
そ
の
ま
ま
宝
塚
へ
直
行
で
し
た
。
そ
ん
な
だ
か

ら
勉
強
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
校
で
は
カ
ン
ー
ー
ン
グ
の
名
人
で

し
た
ね
。
だ
か
ら
近
眼
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
（
笑
）

ｌ
ふ
る
さ
と
を
感
じ
る
と
い
う
こ
と
が
履
く
壷
っ
て
き
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
？

現
代
は
最
低
で
す
よ
。
不
信
感
の
時
代
で
す
よ
。
さ
っ
き
の
沖

縄
で
も
、
近
代
的
で
あ
る
と
か
い
っ
て
も
そ
の
文
明
と
い
う
も
の

が
、
沖
縄
の
自
然
を
破
壊
し
て
し
ま
っ
て
は
良
く
な
い
で
す
よ
。

日
本
な
ん
か
狭
い
の
だ
か
ら
大
事
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
す

よ
。
京
都
、
長
崎
、
神
戸
そ
れ
に
尾
道
と
か
、
特
に
そ
う
思
う
の

で
す
が
、
と
て
も
良
く
な
い
よ
う
に
変
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

そ
う
い
う
ふ
る
さ
と
を
感
じ
る
と
こ
ろ
は
残
し
て
お
く
べ
き
で
す

よ
。
昔
の
赤
穂
の
海
な
ん
か
蛸
が
昼
寝
し
て
い
た
ナ
ー
。
ゆ
め

み
た
い
で
す
ね
。
一
概
に
い
え
な
い
け
れ
ど
、
文
明
と
い
う
も
の

は
悪
い
も
の
だ
れ
。
そ
ん
な
に
し
て
心
の
つ
な
が
り
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
き
て
い
る
の
は
残
念
だ
ナ
ー
。
淋
し
い
よ
君
。

（
９
月
５
日
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
楽
屋
に
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

☆
心
の
つ
な
が
り
が
な
く
な
っ
た
時
代
で
す

い
か
ら
い
い
の
で
す
よ
、
沖
縄
は
。
沖
縄
で
あ
ん
な
の
見
た
と
き

は
腹
が
立
っ
た
ナ
ー
。

公
演
で
日
本
じ
ゅ
う
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
へ
行
く
け
れ
ど
、
確
か

に
ふ
る
さ
と
を
感
じ
る
と
い
う
よ
う
左
雰
囲
気
の
あ
る
い
い
と
こ

ろ
は
残
っ
て
い
ま
す
よ
。
私
は
ね
、
い
い
と
こ
ろ
を
見
よ
う
と
思

う
の
か
、
い
い
と
こ
ろ
は
破
壊
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
る
の
か
、

ど
こ
へ
行
っ
て
も
い
わ
ゆ
る
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
は
必
ず
さ
け
る

の
で
す
。
大
通
り
か
ら
少
し
横
に
入
っ
た
路
地
を
歩
い
て
み
る
と

駄
菓
子
屋
が
あ
っ
た
り
、
子
供
た
ち
が
遊
ん
で
い
た
り
し
て
い
て

ね
。
子
供
た
ち
の
遊
び
と
い
う
の
は
昔
か
ら
ち
っ
と
も
変
っ
て
い

な
い
の
だ
け
ど
、
子
供
た
ち
の
こ
と
ば
は
変
化
し
て
い
ま
す
ね
。

と
い
う
の
は
、
そ
の
土
地
の
人
間
同
士
で
話
す
と
き
と
、
他
の
土

地
の
、
た
と
え
ば
我
々
な
ん
か
と
話
す
と
き
と
こ
と
ば
を
使
い
わ

け
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
土
地
の
人
間
同
士
な
ら
方
言
丸
出
し
で

話
を
す
る
け
れ
ど
、
他
の
土
地
の
人
間
だ
と
、
い
わ
ゆ
る
標
準
語

を
使
う
の
で
す
ね
。
昔
は
、
子
供
の
喋
る
こ
と
ば
な
ん
て
誰
に
対

し
て
も
同
じ
こ
と
ば
だ
っ
た
の
に
ね
。
と
て
も
淋
し
い
ナ
ー
。

１
６５

１

ｌ
役
者
に
蕨
ら
れ
た
動
機
は
？

今
、
役
者
を
や
っ
て
い
ま
す
が
ね
、
当
時
、
私
は
芝
居
に
何
ら

興
味
も
な
か
っ
た
し
、
い
や
逆
に
役
者
な
ん
て
軽
蔑
し
て
い
た
く

ら
い
で
す
。
そ
れ
で
ま
た
今
現
在
役
者
を
や
っ
て
い
る
の
も
、
何

か
大
き
く
感
動
し
た
出
来
ご
と
が
あ
っ
た
と
か
、
決
定
的
な
き
っ

か
け
が
あ
っ
た
と
か
い
う
わ
け
で
も
な
い
の
で
す
。
別
に
芝
居
が

好
き
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
気
が
つ
い
た
ら
こ
の
世
界
に
い
る

と
い
う
感
じ
で
す
ね
。
で
も
、
我
が
道
を
行
く
と
い
う
感
じ
で
、

何
ら
悔
い
な
ん
て
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
し
か
し
、
「
芝
居
の

世
界
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
に
は
…
…
」
と
い
う
気
持
ち
は
あ

り
ま
し
た
ね
。
島
田
正
吾
さ
ん
と
い
う
先
輩
を
ラ
イ
バ
ル
と
し

て
、
彼
に
は
負
け
る
も
ん
か
と
い
う
意
識
で
一
生
懸
命
に
役
者
と

し
て
生
き
て
き
た
こ
と
は
確
か
で
す
ね
。
役
者
と
い
う
仕
事
は
と

っ
て
も
た
い
へ
ん
で
、
そ
れ
は
昔
も
今
も
変
わ
ら
左
い
と
思
い
ま

す
が
、
私
は
苦
労
の
時
代
を
歩
い
て
き
た
と
自
分
自
身
で
は
思
っ

て
い
ま
す
。
淋
し
い
と
か
、
楽
を
し
た
い
と
か
思
う
暇
な
ん
て
全

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
今
か
ら
考
え
て
み
れ
ば
、
そ
ん
な
の

が
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
そ
ん
な
い
わ
ば

ど
ん
底
の
時
代
を
経
験
し
た
こ
と
で
「
あ
り
が
た
さ
」
と
い
う
も

の
を
知
る
の
で
し
ょ
う
。
大
切
に
し
な
ぐ
て
ぱ
な
ら
な
い
も
の
と

い
う
の
が
あ
る
の
に
そ
れ
を
軽
ん
じ
て
し
ま
う
時
代
で
す
よ
、
現

代
は
。
い
ず
れ
に
し
ろ
昔
は
良
か
っ
た
ナ
ー
。

ｌ
古
き
良
き
時
代
で
す
か
？

先
日
、
公
演
で
沖
縄
へ
行
っ
た
け
ど
、
沖
縄
の
街
は
灰
色
で
す

よ
。
ち
ょ
う
ど
海
洋
博
の
準
備
で
た
い
へ
ん
な
時
で
し
た
。
と
て

も
近
代
的
な
感
じ
だ
け
れ
ど
、
あ
れ
で
は
沖
縄
の
人
た
ち
は
喜
こ

ん
で
い
ま
せ
ん
よ
。
海
岸
線
を
堀
り
お
こ
し
た
り
ね
、
海
が
美
し
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柴田音吉洋服店 神戸市生田区三宮町３丁目大丸前ＴＥＬ神戸( 3 9 1 ) 3 7 3 7
（代表）

東京店･東急百貨店{具i撫鴻淵:職Ｍ
工場神戸市垂水区多聞町小束山９７５－３５

神戸木工センターＴＥＬ( 0 7 8 ) 7 0 6 - 5 9 1 3

永田良介商店

装いはひと自身。
欧風家具・婚礼家具

１０６

設計・創作

南
日

693

頚

④ 神戸・元町４丁目南神戸３４１－Ｏ
大阪・高麗橋２丁日大阪２３１－２

迩
頚
懇
ｑ
， §鴬
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さ
ら
に
コ
ン
テ
ナ
貨
物
は
増
加

す
る
見
通
し
で
あ
る
。

完
成
し
た
専
用
コ
ン
テ
ナ
ャ

ー
ド
は
広
さ
が
約
二
千
平
方
脳

で
小
型
の
コ
ン
テ
ナ
な
ら
二
段

積
で
約
五
百
個
分
が
保
管
で
き

る
。☆

㈱
ワ
ー
ル
ド
の
新
社
屋
完
成

葺
合
区
八
幡
通
に
ひ
と
き
わ

高
い
ブ
ラ
ウ
ン
の
ビ
ル
が
九
月

十
五
日
お
め
み
え
し
た
。

こ
の
㈱
ワ
ー
ル
ド
の
新
社
屋

は
延
べ
一
○
○
○
坪
、
十
階
建

で
丸
味
を
お
び
て
い
る
と
こ
ろ

☆
中
突
堤
に
沖
縄
・
奄
美
航
路

専
用
コ
ン
テ
ナ
ふ
頭
完
成

沖
縄
・
奄
美
航
路
の
コ
ン
テ

ナ
化
の
急
増
に
伴
い
、
神
戸
市

は
中
突
堤
に
沖
縄
・
奄
美
航
路

の
専
用
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
の
建

設
を
進
め
て
き
た
が
、
こ
の
ほ

ど
完
成
し
、
十
月
一
脚
よ
り
使

用
を
開
始
し
た
。

港
湾
局
の
調
べ
に
よ
る
と
、

一
カ
月
当
た
り
の
総
貨
物
量
七

千
百
少
の
う
ち
コ
ン
テ
ナ
貨
物

は
約
二
千
七
百
少
で
コ
ン
テ
ナ

化
率
は
三
七
・
九
％
。
現
在
、

関
西
汽
船
が
月
二
百
本
、
大
島

運
輸
が
月
三
百
四
十
本
の
コ
ン

テ
ナ
を
運
ん
で
い
る
が
、
近
く

大
島
運
輸
の
神
戸
丸
が
就
航
、

6７

経
済
ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

騨騨 灘‘

完成したコンテナヤード

が
珍
し
く
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都

市
を
め
ざ
す
神
戸
に
ふ
さ
わ
し

く
、
設
計
、
施
工
の
竹
中
工
務

店
も
ご
自
慢
の
ピ
ル
。
四
階
に

は
ブ
テ
ィ
ッ
ク
調
の
部
屋
が
あ

り
、
高
級
ブ
ラ
ン
ド
の
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
用
に
使
わ
れ
て
お
り
、

ゆ
っ
く
り
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

（
酒
井
督
介
支
店
長
）
は
こ
の

た
び
店
舗
前
に
元
町
１
番
街
歩

道
と
同
じ
煉
瓦
（
約
二
○
○
○

個
）
で
つ
く
っ
た
花
壇
に
さ
つ

き
の
植
え
込
み
を
配
し
、
凸
凹

で
あ
っ
た
歩
道
を
整
備
す
る
と

共
に
横
断
歩
道
に
身
障
者
用
の

縁
石
設
備
を
施
し
、
同
設
備
を

神
戸
市
に
寄
贈
し
た
。

工
事
の
総
費
用
は
三
七
六
万

円
。☆

柏
井
紙
業
が
姫
路
に
山
陽
ロ

ー
ル
紙
加
工
㈱
を
設
立

柏
井
紙
業
（
柏
井
健
一
社

長
）
は
こ
の
七
月
姫
路
市
別
所

町
に
「
山
陽
ロ
ー
ル
紙
加
工
株

式
会
社
」
を
設
立
し
、
こ
の
十

月
中
旬
よ
り
営
業
を
開
始
し

た
。社

長
に
は
柏
井
昭
氏
が
就

任
。所

在
地
〒
叩
ｌ
蛇
姫
路
市
別

所
町
北
宿
字
黒
畑
一
一
五
六
番

の
一
雪
（
○
七
九
二
）
’
五

三
’
七
二
三
五

長友久美子さん（2 4 歳）
共正汽船株式会社

ｉ東灘の神戸フェリーセンターピル内のオフィスか！
i らは発着するカーフェリーがよく見える。海の近くｉ
; で生まれた彼女､ 海が好きという。このオフィスに！
；来てまだ数カ月｡仕事の邪魔をしているみたい･ ･…･ｏｉ
ｉ以前は化粧品会社の美容部員をやっていた。手慣れｉ
ｉたメイクをみて成程納得｡ 趣味? 読書。何を読む？ｉ
Ｉ活字を片っ端から。海のロマンは男を酔わす｡ 彼女ｉ
ｉは誰を酔わす？小野市在住。（小野高校卒業）＃

商
談
が
で
き
る
。
八
、
九
階
に

も
ハ
イ
セ
ン
ス
で
ま
と
め
ら
れ

た
展
示
場
が
あ
り
、
そ
の
上
の

十
階
の
社
員
食
堂
は
大
変
展
望

も
よ
く
、
気
の
利
い
た
パ
ー
テ

ィ
に
も
利
用
で
き
る
。

神
戸
本
社
〒
剛
神
戸
市
替
合
区
八
幡
通
一
一
一

丁
目
一
の
一
二
蜜
（
○
七
八
）
二
五
一
’

五
三
一
一
（
代
）

☆
住
友
信
託
銀
行
神
戸
支
店
が

店
舗
前
に
煉
瓦
の
花
壇
を

設
置

住
友
信
託
銀
行
神
戸
支
店

騨零蕊鐘灘蕊露蕊蕊蕊鴬蕊
禿のに扮し謝』ワールド新社屋

~…~~…~~．~．~~~~.……~…………~…~…~…~………~･~.！
☆ＫＯＢＥオフィスレディ☆Ｉ

店舗前のレンガの花壇
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2 岳批物愈

原
子
力
船
の
問
題
点

☆
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
⑳

ＲＩＰ．

＝l 安全区域( A ）

△原子力船「むつ」
▽遮蔽構造図

序
SSsSSSl周辺監視区域(B）

鰯鰯Ｚｌ祷理区域( c ）

孟毒； 侭躍溜放射能汚染区域( D）
? T

ｰ ｒ摺り卸窄
1 豚挽Ｉ

墓

Ｌ_｣エー
》
瀦
耐

諸
岡
博
熊

〈
神
戸
市
土
木
局
参
事
〉

一
九
六
八
年
設
立
さ
れ
た
、
官
民
共

同
出
資
の
特
殊
法
人
日
本
原
子
力
船
開

発
事
業
団
が
、
原
子
動
力
実
験
船
〃
む

つ
〃
（
一
九
七
二
年
進
水
）
の
慣
熟
運

及
び
実
験
航
海
を
行
な
っ
て
い
る
。

原
子
炉
で
核
分
裂
反
応
を
連
続
的
に

A△ＩＰ‐

起
こ
さ
せ
、
必
要
と
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
得
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
核
分
裂

の
際
、
放
射
線
（
中
性
子
、
α
線
、
β

線
、
γ
線
）
と
核
分
裂
生
成
物
が
発
生

す
る
。
し
た
が
っ
て
、
放
射
線
の
遮
蔽

と
核
分
裂
生
成
物
を
核
燃
料
か
ら
飛
散

さ
せ
な
い
よ
う
被
覆
を
行
な
う
必
要
が

あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
舶
用
炉
と
し

て
、
陸
上
の
原
子
力
発
電
所
と
異
な
る

問
題
点
の
存
す
る
と
こ
ろ
。

×

①
経
済
性
の
問
題
．
：
…
結
論
か
ら
い
え

ば
、
容
積
と
重
量
が
制
限
さ
れ
る
船
舶

に
用
い
る
に
は
、
高
価
す
ぎ
る
。
原
子
炉

一
般
に
つ
い
て
共
通
す
る
こ
と
だ
が
、

蒸
気
条
件
と
遮
蔽
構
造
が
原
因
。

蒸
気
条
件
と
は
、
熱
交
換
器
を
介
し

て
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
る
た
め
効
率
が

悪
く
、
勢
い
大
型
と
な
る
。
つ
ぎ
の
遮

蔽
構
造
も
同
様
、
大
き
く
重
い
の
が
欠

点
。
た
と
え
ば
、
放
射
線
中
、
中
性
子

は
水
、
α
線
は

【
！

ゴー

家鯵' =＝‘

熱
交
換
器
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
遮

蔽
し
、
原
子
炉
系
全
体
を
格
納
容
器
に

収
め
、
そ
の
全
体
を
再
遮
蔽
と
い
っ
た

構
造
。

×

②
運
航
規
制
の
問
題
・
…
・
・
原
子
力
船
が

も
し
事
故
を
起
こ
し
た
と
き
は
、
放
射

性
物
質
の
飛
散
に
よ
っ
て
、
周
辺
に
被

害
を
与
え
る
。
そ
の
た
め
、
船
体
椛
造

を
、
衝
突
や
座
礁
左
ど
で
、
原
子
炉
が

破
壊
さ
れ
な
い
よ
う
な
特
別
左
設
計
が

必
要
と
さ
れ
る
。

ま
た
、
原
子
炉
運
転
に
伴
な
い
生
ず

る
放
射
性
廃
棄
物
の
海
洋
投
棄
は
禁
止

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
船
内
に
貯

蔵
し
、
厳
重
な
管
理
下
で
、
特
定
の
施

設
の
完
備
し
た
港
で
初
め
て
、
廃
棄
物

の
取
り
出
し
や
、
核
燃
料
の
交
換
が
で

き
る
。さ

ら
に
、
原
子
力
船
の
乗
組
員
に
対

す
る
放
射
船
の
管
理
も
大
切
な
問
題
。

船
体
構
造
、
特
定
港
、
放
射
線
管
理

な
ど
と
い
っ
た
条
件
が
完
備
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
原
子
力
船
の
運
航
は
許
可

さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
若
し
、
外
国
の
港
に

寄
港
す
る
と
な
る
と
、
以
上
の
条
件
の

外
に
、
万
一
の
場
合
に
備
え
て
、
二
国

間
で
損
害
賠
償
協
定
が
必
要
と
さ
れ

る
。
そ
の
た
め
に
も
、
国
際
的
な
原
子

力
船
取
扱
い
に
つ
い
て
の
条
約
等
が
完

備
し
て
い
な
い
と
、
た
と
え
、
経
済
的

な
原
子
力
船
が
開
発
さ
れ
た
と
し
て

も
、
そ
の
利
用
方
法
は
限
定
さ
れ
る
。

’
8８

ｱ ー

線
中
、
中
性
子

は
水
、
α
線
は

鉛
な
ど
の
高
密

度
材
料
で
弱
め

ら
れ
る
。
と
こ

ろ
が
、
中
性
子

と
α
線
は
一
緒

に
発
生
す
る
た

め
、
さ
ら
に
、
中

性
子
が
元
素
に

当
っ
て
、
α
線

を
発
生
す
る
。

原
子
炉
は
、

普
通
、
炉
心
、
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認

こんにちは赤ちゃん

摂津市昭和間／塊内ベビーちゃん

完全看護☆冷暖房完備☆病院前駐車可能

蔓柿沼産婦人科ざフワ市

芦屋市大耕町１番1 8 号
国道芦屋川電停東5 0 米( 明治生命南）
冠芦屋（0 7 9 7 ）３１－' 2 3 4 代表

幼児歯科
小児歯科

SAMOTOPEDIATRICDENTISTRY

佐本小児歯科

母親教室
( 初診日）火曜日午前 1 0 時

金曜日午後２時

( 木曜日は休診）

そごう前センター街東角・さんちか入口

住友銀行三宮ビル６階
〒 6 5 0 生田区加納町５丁目３９

ＴＥＬ（0 7 8 )３３１－６３０２～３
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